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卒業おめでとう



学長　足立　叡
　我が淑徳大学を巣立っていかれる平成28年度卒業生の皆さんのご卒業を心からお祝い申し上

げます。そしてまた、卒業後の皆さん一人ひとりのこれからの人生が実り豊かで幸多からんこと

を切に願うものであります。

　今年度の卒業生の皆さんの多くは、本学の創立50周年の年を3年次生として迎えられ、この

2年間、大学の50年の歴史と「建学の精神」を今一度確認する機会を様 な々形で持たれたことと

思います。在学中にそうした機会を持てたことは、卒業に際して、「我が淑徳大学での学び」が

何であったのかを皆さん一人ひとりが改めて確認するために大変意義のあることであったと思い

ます。また私事ではありますが、皆さんは、私が4年前学長に就任した最初の新入生であり、今日まで4年間私を支えていただいた学生の皆さんとして、そのご

卒業は私にとりまして、とりわけ感慨深いものがあります。4年間を皆さんと共に過ごしたとの思いが皆さんのご卒業に際してひとしきり強く残るものであります。

　今までにも皆さんが在学中機会あるごとに申し上げてきましたが、これから皆さんの母校となる我が淑徳大学は創立以来、学祖・長谷川良信先生の作詞によ

る「淑徳大学歌」の歌詞にも見られるように、また本学を象徴するものとして既に定着している「トゥギャザー ウイズ ヒム」という言葉にもあきらかなように、大

乗仏教の精神に基づく「利他共生の理念」を建学の精神とし、それを基盤として、現実の人間や社会の問題と課題に真摯に向き合い、そこでのアクチュアルな

取り組みを通して、各学部、各学科のそれぞれの専門の学修を共に「実学教育」として学ぶことを教育目的としています。

　この度、本学を卒業される皆さんは、それぞれ、総合福祉学部（社会福祉学科・教育福祉学科・実践心理学科）、コミュニティ政策学部（コミュニティ政策

学科）、看護栄養学部（看護学科・栄養学科）、国際コミュニケーション学部（文化コミュニケーション学科・人間環境学科）、経営学部（経営学科・観光経営

学科）、教育学部（子ども教育学科）で学ばれた方々です。しかし、皆さんが学ばれた学部、学科がいかなる学部、学科であろうと、皆さんの淑徳大学での4

年間のそれぞれの学部、学科における知識やスキルの学び（学士としての学び）はすべからく、本学の教育を支える「利他共生の理念」と「実学教育」に基礎づ

けられ、それに支えられた学び（淑徳の学び）であることを忘れないでください。何故なら、そのことを忘れないが故に、皆さんは他に代えがたい「“この”淑

徳大学の卒業生」たり得るといえるからです。そうした意味で、皆さんがこれから社会の中で、自らを「淑徳大学の卒業生」として、揺るぎない誇りと自信をもっ

て生きていかれることを切に願っています。

　そして最後に、毎年卒業される皆さんに贈る言葉として申し上げていることを、今年度の卒業生の皆さんにもお伝えしておきたいと思います。それは学祖・長

谷川良信先生が自らの生き方の核とされ、また生涯の座右の銘とされた「感恩奉仕」という言葉です。この言葉は、本来仏教思想に深く根ざしている言葉です

が、それを私は次のように理解しています。つまり、この言葉は「私たちは誰しも自分の力だけでは生きてはいないのであり、必ずや自分以外の『他に生かされて』

生きている存在であり、そのことを深く自覚したとき（感恩）、『他を生かす』という行動（奉仕）が自ずと生まれてくる」という意味だといえます。したがって、こ

の言葉は淑徳大学の「建学の精神」である『利他共生の理念』の実践的基盤と、「教育目的」である『実学教育』の思想的基盤をともに支える大切な言葉だと思

います。そうした意味で、ここに卒業される皆さんにとって、母校の「建学の精神」が皆さんの卒業後の「社会人としての人生」を生きていくために力強い支えと

なることを心から願うものであります。
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岩佐　映美
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大竹　遥

実践心理学科総代

市東　加那

前向きな考え方を身に付けた
　私はこの4年間で、「自分にはできない」と思っていた物事に、「で
きるように頑張りたい」と前向きな気持ちで取り組めるようになれ
たと感じています。この挑戦する気持ちを支えてくれたのが、淑徳
大学で出会った先生方や職員の皆様、そして何より苦楽を共にし
た友人達です。これまで挑んできた課題は、1人の力では決して成
し遂げられなかったものばかりです。今後も人との繋がりを大切に、
新しい自分をたくさん見つけていきます。

全力で駆け抜けた4年間
　「絶対に養護教諭になる」という想いを胸に4年間を過ごしました。授
業やゼミ、ボランティア、部活動、アルバイト等で多くの人と出会い、様々
な経験が出来ました。中でも、同じ夢を持つ仲間と楽しいこと、悔しい
ことを乗り越えたことは忘れられません。また、話を聞いてくれる先生方、
地元の友達、家族に私は支えられていることを身をもって学びました。お
世話になった皆様への感謝を忘れず、全力で駆け抜けたこの4年間を活
かし、人とのつながりの大切さを伝えられる養護教諭になりたいです。

「自分らしさ」を見つけた大学生活
　淑徳大学での学びや経験は「自分らしさ」を見つける足がかりと
なり、これから社会へと出ていく自分自身の基礎となりました。4
年間という月日の中で楽しいことも、時には辛く投げ出したいこと
もありました。そんな喜怒哀楽を共に過ごし支えてくれた友人、先
に卒業された先輩方や親しい後輩、日 ご々指導を頂いた諸先生方
との出会いは私にとってこれ以上ない程価値のあるものでありま
す。お世話になったすべての方々に心より感謝申し上げます。

感謝を胸に、励み続けた4年間
　大学生活は実習をはじめ様々なことに挑戦し、可能性を広げる
ことができた4年間でした。思うようにいかず苦しんだ時期もあり
ましたが、乗り越えられたのは、先生方や友人、家族の支えがあっ
たからこそだと思います。お世話になった皆様には心より感謝して
おります。今後も感謝を忘れず、日々努力していこうと思います。

すべての出会いに感謝
　小学校教諭となるために学び続けた4年間でした。多くの方々
に出会いかかわることで自分の視野を広げ、被災地訪問やサーク
ル活動を通して教養を深めることができました。また、切磋琢磨
して高め合える仲間のお陰で、いまの自分があります。出会ったす
べての方々への感謝の気持ちを大切に、今後も努力し学び続けて
いきます。

理事長賞

坪田　麻美

困難を乗り越え成長
　大学生活では幾度も困難に直面し
ましたが、悩み、考え、乗り越えるこ
とで成長を実感できた4年間でした。
　未熟な私を支えて下さった先生方、
友人達、家族に心より感謝致します。
本当にありがとうございました。大学
で学んだ知識や技術を携え、共生の
心を持つ専門職として社会に貢献で
きるよう、日々研鑽を積みたいと思
います。

理事長賞

石井　翔也

応援してくれた人達に
　今日、満ち足りた気分で卒業できるその
背景には、たくさんの人の応援や支えがあ
ると思います。生意気な息子を大学に通
わせてくれた両親、高校卒業時に胸の内
を聞いて応援してくれた先生、日 、々互い
をネタにして笑い合った友人達、就活サ
ポートをしてくださった総合キャリア支援
室の方々…。応援してくださった皆様、一
人ひとりに心より感謝申し上げます。

看護学科総代

白　聖亜

色んな人たちから支えられた4年間
　私は本学にて友人や、家族、先生
方に支えられながら学生生活を送っ
て来ました。勿論勉学や実習の点で
大変なこともありましたが、それを仲
間と乗り越えて来たことは自信にも
繋がりましたし、これからの糧になっ
てきます。これから看護師のニーズ
が多様化するなかで自身のなりたい
看護師像をイメージしながら頑張って
いきたいと思います。

経営学科総代

多田　達郎

日々の成長を実感できた4年間
　私は淑徳大学に入って、様々なこと
を学びました。しかし、最初のころは
右も左も分からない状況で、ついてい
くことに必死でした。その中で自分の
やりたいことを発見し、その目標に向
かって、前進していけたことが自身の成
長に繋がったと思います。周囲に支え
られて、成長できたことに感謝し今後
の人生を過ごしていきたいです。

栄養学科総代

浅野　千南

貴重な4年間
　入学時、大学生として過ごす4年
間は、ゆっくり進むものだと思って
いました。しかし実際に過ごした今、
振り返るとあっという間な日々だった
と感じています。大学生活を通して、
学業はもちろん、他に人々との関わ
り方も学べました。この貴重な経験
を得られたのは、今までに関わった
皆様のお陰です。ありがとうござい
ました。

観光経営学科総代

駒水　千夏

夢の実現に向けて
　私はこの4年間、夢の実現の為に学
業を中心に励んできました。目の前の
事を精一杯努力する事で自分の将来に
つながると思い、様々な事に挑戦し取
り組んで参りました。淑徳大学は専門
的に学ぶ事ができ、資格取得や海外
研修などたくさんバックアップしてくれ
ます。4年間という時間を大切に、充
実した大学生活をすごして下さい。

4年間の学びを糧に社会の一員へ
　私の大学生活は、たくさんの方々に支えられた４年間でした。
熱心にご指導くださった先生方、苦しい時にその気持ちを共有して
くれる家族や仲間達に支えられ、様々なことを乗り越えることがで
きました。本当に感謝しています。これから新生活が始まりますが、
この感謝の気持ちを忘れず、大学で学んだことを生かし、今度は
私が多くの方々を支えることができるよう努力していきたいと思い
ます。4年間お世話になった皆様、ありがとうございました。

これからも学びの姿勢で
　淑徳大学で過ごした4年間では、楽しいことだけでなく辛いこと
もありましたが、困難な状況を乗り越える力を身につけることが出
来たと思います。これまで学んできたことを糧に、これからも学び
の姿勢を忘れずに過ごしていきたいと思います。大学生活の中で、
これまで受けてきた人の優しさやあたたかさを忘れずに、今後は誰
かに与えられるような人になりたいと思います。お世話になった方々
に心より感謝申し上げます。

先生方や友達のお陰で乗り越えられた
　淑徳大学で過ごした時間はあっという間で、私にとってかけがえの
ないものになりました。大学生活では戸惑い悩むこともありましたが、
乗り越えることができたのは先生方や友達の存在があったからです。
この4年間多くの人に支えられながら、自分自身大きく成長すること
ができました。今後社会人としてたくさんの壁にぶつかると思います
が、淑徳大学で学んだことを活かし成長していけるようにしたいです。
4年間お世話になった全ての皆様に心より感謝いたします。

人として成長できた4年間
　淑徳大学で過ごした4年間は、振り返るとあっという間でしたが
実に様々なことがありました。研修や実習、講義を通して多様な
分野を学び、自分の中の世界が広がっていく体験をしました。今後
は大学での学びを活かし、社会人として世のため人のため、より
一層精進する所存です。学生生活4年間の出会いに深く感謝いた
します。

ありがとうの芽・ファイトの実
　「努力は実る」と確信できた4年間でした。ある時点で努力は報
われなかったと感じても、その努力は今後の自分に繋がっている
と実感できました。夢の後押しをしてくれた子どもたちをはじめ、
多くの方との縁のもと過ごせた大学生活は私の誇りであり自慢で
す。今後も努力と感謝を忘れずに、小学校教諭として精進してい
きます。

千葉キャンパス　各受賞者 千葉第2キャンパス　各受賞者

埼玉キャンパス　各受賞者

●浄土門主賞 栄養学科	 薄井 秋桜美
●千葉県知事賞 看護学科	 武田 菜津美
●一般社団法人全国栄養士養成施設協会理事長表彰	 栄養学科	 謝賀　 裕太
●千葉県看護学生等知事表彰 看護学科	 中村　 英輝
●一般社団法人日本私立看護系大学協会会長表彰	 看護学科	 赤石澤　 愛
●公益社団法人日本フードスペシャリスト協会会長表彰	 栄養学科	 原田　 綾花

●特別賞 	 文化コミュニケーション学科	 臼井　 　杏
文化コミュニケーション学科	 橋本　 朱未

●卒業論文・コンテスト入賞者
最優秀賞	 文化コミュニケーション学科	 露﨑 美柚伎
優		秀		賞	 文化コミュニケーション学科	 逸見　 　篤
佳　　作	 文化コミュニケーション学科	 清野 　綾那

●浄土門主賞 	 こども教育学科	 久松 　愛海

理事長賞・総代の方々からのメッセージ

平成28年度　各賞受賞者
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●浄土門主賞 実践心理学科	 髙橋 あかね

●全国保育士養成協議会長賞 教育福祉学科	 遠藤 由美子

●日本社会福祉士養成校協会長賞 社会福祉学科	 平澤 あゆみ

●日本精神保健福祉士養成校協会長賞 社会福祉学科	 石毛　 美輝

●千葉県私立大学短期大学協会会長賞 社会福祉学科	 大塚　 まみ

●千葉市大学市長賞 実践心理学科	 中山　 貴寅

●長谷川研究奨励賞 社会福祉学科	 及川　 淳子

教育福祉学科	 緑川　 杏莉

実践心理学科	 髙橋 あかね

コミュニティ政策学科	 小川　 健人

●特別表彰 教育福祉学科	 安齋　 沙耶 
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―――君に光あれ
卒業おめでとう！

今、皆さんは全力で駆け抜けた4年間のゴール地点にいます。

そしてその場所は、皆さんの夢のスタート地点です。

走り続ければ、きっと夢は叶います。

千葉キャンパス
総合福祉学部　
コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  

千葉県千葉市中央区大巌寺町200

TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　
大学院 看護学研究科

〒260-8703  

千葉県千葉市中央区仁戸名町673

TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部　
経営学部　
教育学部

〒354-8510  

埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1

TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　
淑徳大学短期大学部

〒174-0063  

東京都板橋区前野町6-36-4

TEL：03-3966-7631


	2_表紙1.pdf
	3-4_表紙1
	1_表紙4

